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平塚市民病院を受診された患者さまへ
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所 属 及 び 氏 名

　当院では次の臨床研究を実施しております。

　本研究の対象者に該当する可能性がある方で、診療情報等を研究目的に利用されることを希望さ
れない場合は、次のお問い合わせ先にご連絡ください。

他 の 研 究 機 関 及 び
研 究 責 任 者

お 問 い 合 わ せ 先

【対象】2005年1月1日から2023年12月31日に平塚市民病院で血管
系病変、リンパ系病変に対して塞栓術が施行された患者。

【利用する情報】術前後画像、診療録

本研究を実施した結果、得られた各患者の医療情報は機密情報と
見なされます。本研究もしくは研究結果の報告・出版・発表のい
かなる場合でも本研究の研究協力者を名前で識別することはあり
ません。

血管系病変、リンパ系病変に対して塞栓術が施行された患者を対象にする。塞
栓術前後のCTを中心とする画像の解析、塞栓術時の画像解析、治療方法の検討
を行い、更に臨床経過を検討することで、様々な塞栓術の安全性、有効性の検
討、手術の妥当性の評価を行う。

　承認日　　～　2023年　12月　31日

経皮的塞栓術の有用性の後方視的検討（多施設共同研究）
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